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石 岸 二上 南 ヲ ') フ ネf ｛宇
3，子ζ， 臨 十 一 '7 占 後 ～レ 一 ヒ

山 メ J、 米 聾 東 メ 者前 於 プ

完u玉, リ 高 及 立 一 約 .；・、 者 プ 北

及 サ 百 ス 走 一 深 J、 車問 首rs一、

最雨 一 七 其 リ 十 サ 掘一
輝 十 十 東 プ 卒 千深 及 和、

「

石 米 米 方西 方 米五 τz ｝黄



,.,, 

リ石安石海ヲ f;'i］北更及ニ盤ヨ安

~'rll 山英岸大斜東ニ砂黒岩 P 山
ヂ＼： J、岩粗ユナヲニ其質色政成岩

ヲ黒 J、面..., y ナ十束頁頁質リョ

掘色本岩所トス度二岩岩頁市リ

た 頁 山 J、々ユト万アョ虞岩西成

シ芝：－々南ニ培コ至リリク及部 yレ

タ 砂！臨海沙殴ロニア成露黒エ第

リ質ヲ岸丘堆ア十中リ出色安三

*Ii＜~頁構ユア積り度部下シ頁山来日
弧岩 成小 7 暦大二層部砂岩岩層
油及ス匝共 J、断傾ヲ層 岩 ヨニハ

井頁 域ニ本暦斜被ヲ及リ被最

J、岩 ニ砂山少ス覆被盤成覆下

大砂 露磯々ナルス覆岩リセ部

正岩 出及服クモ第 ν 暦西ラ F
四互 ジ粘ノ西 ．束三テハ方レ部

年層 紫土北部部来日其其ヲア中

ヲヨ 蘇ヲ部エ西暦束露 9 狭部
リリ ま軍リユ中部ハニ出 111.fi ;J、及
大惨 石成柏、部及ー慶ノ次ナ上

正出 安 Jレ庇暦北般ク匿ニノレ部

六 ν 山 ク及西ユ露域露区ニ

年綱 岩 露上部二l七出狭出域分
c 掘 J、 出部＝々ジジジニル

互ニ 寒 て暦於西五ポァ露長
リ依 風 J中ヲテョ部部西出下
- 9 山 積遁 J、 p 層層部ス部

二 ヲ 暦ス局南 J、 J、ニポ層

四井 構 __,, ）レ部々砂頁！長暦 J、

百上 成 卒南ニ束岩岩域部総

入組 ジ 地北小エョ砂ヲノ、色

十掘 雨 ヲノ背走.y 岩占砂凝

五ニ 輝 成断斜リ成互メ岩茨

米依 石 シ暦；J：東 9 J量 it#及岩
． 

四



許I・来E 暦 部 色岩 本 百 地 ヲ 大 大 拒， 一
及 暦 J、 ヲ 頁 )j•f ill! 四 ヨ 占 石 石 i自 ノ、

J、 砂 'Jijf 2’ti- ヨ 問 十 リ ヱ品 回 国 井 入、
l向 南 ιY I 

ミ／ ヨ リ J、 米 一 一 ah ilb J、 百‘二fr 一l斜 西 ヲ 上． り 成 "f；：，唱~ ノ 般 間 田 深一ヲ ヨ リ 成 Jレ 一 数 百 J、 サ -i-
検 リ 成 暦 リ b明＇.（~ 来日 段 米 南 j( まk --'-，、
ス ；［ヒ .＞、

王ニ f百ー ノ ノ 西 石 オミ
，、、 東 手Pi 砂 一 赤e時f:tir 正 在日 fl! 百 ．守

ク 最え ±’i I 暦 段 E生 陵 間I 玉 プ

l 傾 向 ヲ ヨ 西 ，、 ヰt地 主也 百『H雪rJ ノ 十掘
定；｜ ヒ lW リ 昔日 下 ti'! 事長 一 ク 西 E全
ノ、 下 臓 成 ヲ 昔日 暦 i；、喜・＂＂三 {ff; ；！ヒ 方 間 4工

一 音E ジ 占 中 及 ス 方 1'!'-i: 一 フ
般 府上 中 メ コ人 及 J: シ 1ノ

一 ヨ 昔E 中 上 ;fi¥ 東東 及 プ 宣：

経 リ 暦暦 昔日 部 ！骨 方－ ー！ヒ ち：i rm 
IJ!H ヲ ヲ ！琶 2え JJ.Ji: ノ － ー や1・ 葉僅

ミノ 次 も皮 被 d，、 最 最 iiVfr Lll シ 1J 

プ 最 覆 覆 Jj( 上 石 上 コ欠 山 タ

ート 上 ジ シ 色 部 英 Jll ｜凌 m> ¥1l1 
if[) プ プ 頁 本H す4 ノ 気

乃 府 其 石ー 7ノJ:i.. 同1 j告 シ 地 ア

至 m 部 ヰヒ る沙 Jレ －！！＿・千I J、、 品；］ ヲ ') 
、

一 2え 方 質 :f-:i ノレ サ 手舟 シ一
-i- ミ／ 東 及 頁 音E 瓦 地五 ミ／ 一
度 RI存 貨店 東 疋J.I工I 層 去＝ 一 百 ネヲ 」1~.
ナ 昔日 及 J、 Ill ノ、 オミ 一 「、一

五 リ E百 砂 、仕ヒ.；とミ’ 疋J.l.三sI 高 7う 百 レ〆

ト 長tうifri 岩灰 ーイン、 サ 五 司i リ

シ 互 ヲ 布、
ヨ 岩 ilt 六八 方

::6" 十百
__,__ 
v 占 ジ リ 頁 コス／、

断 ノレ .!.. 最 !&: -!tョ' 2之 米 オt ノ フ

居 ’t 空5冴1ヨ・ 上 リ 及 火 乃 ノ ffii 上
斗r~与 一 昔日 中 票z Ill 至 山 も3 総一



日目 ヲ 村村 千掲克斯二 石 葉石礁 ヨ

一 占 上 上八炭期 ヲ 年 淵l llI 英 及 リ

高 メ i由 i尚 百 ＿，、 ア 検 J、 ヨ 粗粘 プ

ク Wi 田 田 。萌 五 リ セ 互 リ 商 土切

西 北 J、 ナ 箇 ジ リ 数 ~1=1 ~:ii ヨ 断

古E 一 岩 リ 鹿 手 但4 及 リ 4工

一 長舶 一 止掘庭及 石 成 フ

j墨 ク 計［） 採 「、 叉 東 英 Jレ Jレ
、

下 ヰ七 ノ 掘 レ ノ、 'f'- 古日 安 持f
ス 方南 セ リ 色 山 ．段

ノレ ヲ 西 フ 現縮 頁 贋岩 堵：

l淘 リ 音E ;t〆 i時掘 岩域 a，、 和

本庁 村 ヨ 其 掘 2反 ヲ 東 層

毒 一土
ソ 厚 進｛衣 色 LトI 音15 ノ、

j也 中 ;It サ 頁 よ、 ーー 洞

一 F廃 i市 －－・、 , ， t、－・ 1:- Jレ 露 岸

三／ 及 原 。 土井 及 ノ 出 ノ． 
プ 才司 君日 五 線掘砂外 ミ／ 堆

東 一ぞn ノ 米 掘撃 fは王, fig プ 右目

fr rs ノ 南 乃 試 セ ヨ i¥'[）下 層
J、 三 端 至 抑a プ リ 一 音E

ナヲ i 
1：＂諸l・ 匝 一 。 井 v ；参 司云 層

・5ト 域 互 九 ，、 タ 出 其 ヲ ジ

守司 一 リ 米 深 リ ヌ、 隠 貫、
何日 3予約 一一 サ まノ士、 明 域遁 fltl 

五 ノレ 百 ジ 百 治事： シ ~ l 村五 十其
、

十 プ 四 シ 安

．米 上十 一 一 深 ー「 山 卒

西 匝 九 箇 米 サ 四 岩 3也

古E )ji長平 月 浅年 及 ヲ

，、 J、 方 ノ 三J ク ヨ 火 成

五 一粁 産 プ i1b リ 山 ジ

-[- 般 ノ 出 ~111 気大 ；は百, 共

米 一 面 額 気及 正 府

乃 東 TR 約 及克十 －－・、 砂



』ヒ

上中 J、候下域黒層ナ地 E ニノ至
ユ慌一臣部ヲ色ョリ質陵次南百

達及般域ニ領頁リトハ地第ニ米

ス材エニ小ジ岩成ス第ニニ接テ

ノレ黒北互区中互リ第三シ低ジル

コ雨々リ域｛康暦村三紀テク北モ

ト直東京＝匿及上最巴層高最々南

ア域万部露域 ；！:f, Jig 層増サ高東京

ルエ至ニ出エ色域 J、段最二ョ部

毛於南和、ス於頁ノ上堆高百リニ

概ア北虞 i ァ 芝：·中~~；積百米 山

ジ J、ェキ部モ ョ 部下層二内々二

ア西近面暦亦リ及ノ及三外西百

二方ク積 J、中成東三 J中十ナニ八
一二村ヲ双部 P 部部積米リ走十
十傾上領色ニ村及ニ層ナトレ米

度斜区三／頁虞上 rJ1 ？｝誼リスル乃
ナス域調岩 j~＇ 1¥'li 11廃ノレニト材櫛至
9 Jレニ黒板ヲ域直下花ス黒形四

ト車於匡質占ニ域部同 匿山百

シ斜ア域頁メ於北層岩 域版米
村層 J、ニ岩君j ァヰミ J、石 山ノノ

上ヲー於及瓦 J、ノ凝英 中西山

匝成背ア砂直下中友粗 僚側群

域ス斜 J、磯域部部岩面 匡ニア

エ i項友直ヨニ層ヲ重量岩 域アリ

ア斜二域 P 於ヲ占岩煽 ノリ 4
ルノ向ノ成テ被メ及石 南ア僚

背角 il 大 p ，、覆中砂安 ニ東区

斜度ヲ部材東ジ部岩山 南部域

唐山形ヲ上綾テ層及岩 北ニム

ノ五成町l Jig ＝. 中 A 頁及 エ高村 ｜

束十スス域正部凝岩玄 蓮ク上

護 皮 Jレ扇及 陵 ユ双ノ武 レ西匡

J、以モ向中ノ腐岩互岩 ノレ部域



ヲ 工 Jレ 深 知 石 一 石 南 1f ーー 一一
fl, 業 、 サ フ 泊1 中 安 立出 向 ア -i--

プ 原 約 v J、 音E LIJ 一 』4圭f リ 度
之 来i十 至六明十府岩 J、 プ 乃

ヲ 用 工 フ 百 治 ー ヲ J、 直 中 :f:｛寺至

柊 鍍
業

ス 米初 箇貫村域依段五

了 物 迄年庭 キ 上 ヲ 直 地 十

中 原
,.. F、

調 担i一 ア 直 占 域 ヲ 五

止 査 末十 ど託先＂＇~ J、 法岩域 メ ノ 相i度
;A. 事－ 係

セ i主 出 町長 ノ 石 持!ti 成 西
Jレ 型一宇・ フ 井 ジ ヲ 中 英 形 ジ翼

J、 L〆 掘克 ナ 部粗 山 砂 J、

霊リ 大 タ 態斯 ス 一 面 版機十

一 阪 ノレ セ ~、 南岩 ヲ 及

三／ 石 モ フ 数 ヰヒ J、 格粘乃

プ JI! ノ v 箇 村成土至
入 1滋 ア 少昆 配上 る／ ヲ

一
月 賀 Jレ 量 列直ア リ 十

鈴 手口 司王 ノ 噴 ジ域東成度

木 耳大 出 出 出 ア ノ 方ノレ ナ

投 LIJ 油 泊i ス 数 南 一 リ、
師 王己 ヌ、 ア 本 箇 部其
~、 庫 Jレ 油 メ匹'itケと 及 t草 ス

大 各 一 爾 EF! 中 仕i 培
阪 府 至 * 

ノ、 露 f廃 ノ F立
府 ！際 フ 上往 直 直 堆
及 ノ ヌ、 総昔 さ／ 域域 積
平日 調 ジ掘i ヨ 玄 ノ 手目 居
菩k 査 プ 叉 リ 武 中 蹟 J、 i¥. 

LIJ ヲ 未 J、 産 芝：・部 ク 上
将 了 タ 合同 油 ノ、 ネj・ 背E
ノ シ 開 掘地 ~%1 相 上 居
調 本 喜愛 ーー 思属国 ノ

査 年 セ 依 シ 匹 ク お，＼（ 外
ーー 度 フ リ / ：！＊判i ノ 縁



昔日 。Mグラe J、 j手： 大 及 一 本 J、 ノ セ 昨I 若
J、 一 ’rli' 石 阪 大 従 年途 搭 サ 院｛ 手一

於 古 来日 ？号 砂 府 丹 事－ 官「 Jレ ジ

プ 生 層 JJ( ノ ミノ 之 投 J、、 Jt タ
ノ、 暦 ノ、 色 J、 ，ヒ 清 方そ 一 1~lJ 1J リ

古 品目 製 牒 野 プ 著 員 フ jし 然
接 生 ヰ~i: 能 ノ 伊 鉛 手 J、 サ 月 Jレ

一 ス 川If.掛' 乃 '.I.Ill 工 原 木 7- ？象 Jレ 一 一一、
Jレ ヲ 至 車田 業 木 投 Jレ 定 ノ 日 青一一
~H 被 ι 中 河 原 村－ 師 ~ ヲ 巳 ノ p帯tt< 

近 夜 粒 ヰナ 料 及 J、 鑓 よ‘ 大 秋
ナ gp ミ／ ilk 月J 渡 手守 ヲ 克 ヲ 震 田
リ チ ア ミ／ 一 ノ~1;;1 臨i四 f号 シ 得 火 新
中 WT 砂 プ ）＇－』に’ 物 ノ 位i サ プ サ 災 潟
j{・日 11・ 了r えと 南 ノ 四 月 ヲ t友 Jレ 岐

頁 f,I,¥ in; 再 投 間 ミ／ 奮‘ fffi 車
一 於 :.tt 汗l事万 調 師 大 ヲ ノ 至 リ 問

首［ プ 及 叉 p会－主唱 査 及 阪 遺ー 業 リ 焼 山

暦 J、 聾 J、 村 一 」ー 府憾 鈴 ！？ミ 山／、

ア ヰヒ 岩圧’F及 従 角 及 従 木 ジ 口
リ 々 ヨ 砂 ft~ 事 投手n エぇ ヒ 投 タ 及

ア リ 取 シ 手 耳J: 随 師 Jレ 大

略 一 成 ジ 村 プ ，、 山 プ d，、 ヲ 分

東 一 リ プ 一 之 z円"'"- 牒 滋其 l刀、 七一
西 十 一 使 産 ヲ 本？！；：.本 ノ 賀 五J,¥j フー 牒

皮 暦 用 ジ 結 秋 工 石 査 三ロ可式ケ ノ

走 乃 ノ k. 双 了 田 業 Jlj ヲ iU~ 調
1ノ 主 I子 フ 白 セ 期7席、 及 t匿 方 査

ゴL ノレ -L  石 ノレ 色 訴1 ;¥+ 五三 績 ノ 資ノ、
、

7J 十月守 車問 乃 般 用 庫 ジ 再 料

如 度 ヲ 洞 至 ーE’τ｝. 鍍 タ 出l ノ、一
シ ナ f史 村灰 同 物 ！院 ノレ 査 報
汗： ノレ メ llH 青 山 ノ ノ モ 一 文
石 弓E リ 近 色 ll.J 調 制 主主 徒、 及
砂 ヰヒ f頃 ノ 叉 口 査 査 他 f}J. 主



．守 石 v 石 成 1!色~ ノレ 。 一 新 出 八 J、． 
タ 英 一 砂 リ 取 ℃ ~ ，ヒ ジ ミ／ 家 額 米 頁

イ 及 箇 J、 一 ネす 其 米 プ プ 村コ ナ 疋＂f
ト 長 主手 厚 居 大 一 ー十 一 兎 四 ノレ 中
」疋u王' 石 百 サ ノ j:f:j 古E る〆 度 ！菅 回 百 へ 一
服 五 厚 l子 内 3子 ア 内 ノ 附噸 ジ 介

ア 北 十 キ 石 附 J、 ~)J:J 外 浮 近 一 浮在
9 河 噸 砂 近 既 治 ヲ 石 J、 達 石 ジ

該 内 乃 =t ヲ J、 一 普 f沙 f~ヨニヤ" ジ 砂 厚一
岩 郡 至 ロ J東 第 採 -i- 通 ヲ タ

ノ、 サ一
版 田 一 一 、、、 一 掘 七 j東 来巴 ノレ 明 J、
一 一． 

.＞、 席、 百 一 二！七 最E -t 八
フ、 、、、 正 ご手ニ 治 厚

長 村噸 米 々 Ji フ 年 Jレ Wt 1；変 其 一 キ一
石 白 ノ ナ 東 陵 Lノ 以 コ』三 シ 及 大 -r 
及 石 産 ノレ 叉 及 タ 来 時 プ ；中 九 =t 

石 山 出 司三 .＞、 J中 JI〆 採 ヰヒ 積分 ’年 ロ

英 J、 ア 卒 東積 j] 抑a 一 J、， 司王 J、 ノ 一一均 東 尖
． 

ヨ 黒 リ 西 平 京日 セ 十 地 既 四

9 ヨτz子"' 。一 地 工／ フ ！主若 ヨ 一 ず＇：！~ 米

成 母 七 近 ヨ Lノ ク、 リ f禾 見
9 花 米 ク 9 一 ｛頃 ノ、 成 掘 セ j主

略 ！対 ナ 走 成 箇 宗ヰ 東 ノレ ジ フ :A 

南 疋，，＿ヨS「 Jレ リ Iレ 年 ;7.. 西 f；利グ口、I" 蓋 ]/ Jレ

東 ヨ ，、、
プ 第 五 ;t〆 一 一 サ 爾 モ一

ヨ リ ジ 北 十 =t 近 五E ]/ 来 。
9 成 大 方紀 H頓 ク 府 タ 梓j。
北 リ 正 十層 乃 ア 走 ノ、 リ 盛 /¥_ 、

--'--西 ～ ーー／． ／、 J、 至 リ リ Wi 一 米、
岩ヲ 主ド 1:Aヨ 砂 一 厚 f頃 採 一一 。

互 貫 以 外岩 百 サ ;t:I-1支 掘縮
リ 通 後 一 及 噸 ノ、 J、 頁 セ 迫

延 ジ 探 傾 頁 ノ 。一 -:;,-『 フ ジ

長 プ 掘 挙｝ 主，，＿~ 原 般 ノ レ〆 司王一ー「

事ヲ ’＼ ’‘ セ ス ヨ 出 乃 互 年 均

八 グ ブ Iチ、 9 ア 至 緩 ！音 産 一



合 ♂3・、 飛 金 出 ト ，、、 少 ヨ J中 石 額 採 十
有 表 鳥 岡4額 ＝ま 主民 ナ 1) 積英 J、 取 米

セ 士 }JI 砂 ，、 ロ 白 ク 南 平 砂 石 ジ ーー

フ ノ 妙、 五 四 色 ？既 々 地 英 柏、 る〆

v 見 磁 六米 或 ジ 東 ア 南 五 子 プ

其 一一 寺 長 千 薄 J、 プ 一 ヲ 河 六碍 間、

量 キ占 }II 村 噸 キ 褐 十 走 第 内 百 子 割h
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坪 乃 米 ヨ 料大 頭王 斜 ヲ 一 ナ 四一
ノ 至 延 ') ーー 正 J、 一 J、 成 五巴 フ、 ミ／ 十
_L  

長 使八 概 大地 ノ、 ノ~ 約 石 リ ノ 五
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乃 普 通暦焼淡 P ヲ之村南額リ石
至遇制i J、製褐成超ヲョ君f) ~、トニ
二粘土在シ色？ユ掠 P 八千栴麗
米士二同大叉 概 土取八木百スジ

宇一層 ;1;；－正 J、ジ ~m； シ木村九 Jレ 結

木居木ヲ十 i焼ア 村ア村ニ十モ品
節ト節被一 手；. 1i'J；附煉ニ瓦齢稲面
粘 ナ 粘覆今三 色ノ、証克互レ噸盛ヲ

二上. ＇） 士ジノヲ上ノ、克レノレナナ見

ノ、木 1r1：：ア 康 fl. j}[）第及 Jレ地 P Jレノレ

一節目砂 Ii¥ シニニ粗地域 ニコ

' - ＊~i 粘京都 O.'.f: 粘紀話域泉 至ト

米土土頁ノ、 ニ 土 E ノ J、南 レ ア

tlf:I： 亦各 ；＼,'i- ニ砂川陵陶 irj： 君fl Jレノレ

目尖ー粘菌 質 下及器積士 J、 モ

粘誠！奇士五ナ部＇＊ヲ卒 兜1; 明殺
土スナ及千ヲニ積燥地村 治角

山 厚 Jレ礁九 コ点賦卒製ナ日 二多

ニサモョ百正存地スリ根 十ク

米ノ、北リ飴十シニー粘野 七 J、

ナ民主西成噸年傾シ箇士村 八鹿

たニ部 P ナノ斜 ア 牛 J、雄 年減



掘 綿石 手口 時二 ヲ リ プ ジ －・、 五反 ヲ 普

-t J、 綿 :lf.k 一 f量 ？皮 ！享砂 千 色 主 通

ラ＇！！＼t 及 山 箇 覆 z サ -'!4- 百 一 ジ 粘
Jレ 紋滑 府： 年 シ ジ ヒ ノ、 及 除 三J 'jJ 土
大 －石『L1 石 八 プ 一 頁 噸 プ プ J、

一
正 ノ 千厚 直 ~ 米 二は百， ナ 現 陶 灰
十 鑓那 一 サ il英 ノ一 ヲ ヨ り 時 ｛，~ 色

一 質 賀 一 厚 産 j也 リ Mf: 使 一 時一
年 ミJ 君日 百 キ 必ζ珪f＂当p• 社l 二L 成 用 一
ノ タ F煩 出 額 Jレ '9 i主 セ 製 三P字3三

産 ノレ 局Z』 ヲ ~ ヌ． ノ、 ごを 粘 本企 フ、 セ 灰

出 弓と 村 採 ロ 第 七 ノ ニト． 字 明 フ 色
額 ノ 一一 取 入 二－：： =:r:二 ナ ヲ zp. t'iム口 I./ ヲ

J、 ーー －＂、 ジ 米 来巴 四 ク 挟 原 二 タ 呈

四 γ 結 克 一 層 五 f既
、、、 附十 Jレ γ 
、

百 プ 品 及 達 J、 百 ジヰヒ 近 五 ごE 克

色生 字 片 本H ス 頁 噸 プ 西 ノ 年 現 一
噸 p邑－ι『． 岩 ユと1 2ν Z『＊ ナ 薄 十丘 ノ 時焼

ナ 山 虞 ノ ~ 及 '9 ジ 度 陵 交 ノ、 製、
り 及 域 陶 砂 深 百 乃 ヲ ヨ 克 セ、
結 山 ヲ 百ロロ~ ア 花JJ_王, 日 年 至 ナ '9 フ

日日目 田 占 ヲ ノレ ヨ 村 前 -r- -t 採 1ノ

片 津 メ ~j'~ 司王 '9 一 ヨ 7丘 Jレ 掘 製 木
-!tヨz「 一 !!rb 製 概 成於 リ 度 第 セ セ 節

中 産 紋 ス £〆 リ -r 之 － ー フ フ 本占一
ノ 出 岩 プ キ占 J、 ヲ 傾 来日 I./ Yレ 土、
I骨 一 士第採 示、｝ジ 之 一 府 大 生長 ノ、

石 現 ヲ 米 ヲ 三 取 ス J、 正 日 時

． 片 時貫 内 挟長巴 さ／ 中市 手口 十 キ占 f品
疋JJ_ヨs「 前 キ 外 i‘ 暦 プ 土 i~ 一 二t 色
J、 者 プ ナ キ占 ，，、 克 J、 必少 王子 J、 或

蕗 噴 '9 ゴニ 和 一
イI.I. 主' ノ 白 ノ、

方そ 出 J、 泉 i主 ！詮 ヲ 産 色 日昔
ヨ プ ス F巳 普 砂 製 被 出 叉 J)iえ

リ 採石 現 通 司王 セ ミJ 覆 額 ノ、 色



四

殆

ン

ト

滑

石

ヨ

リ

成

ぺ

此

部

分

ヲ

舟

石

ト

ジ

ア

主

一

一

中

志

貴

村

小

倉

山

白

岩

山

ニ

於

ア

採

掘

hv
、
書
テ
七
千
四

五

百

噸

ヲ

産

出

シ

タ

ル

コ
ト
ア

ル
モ
現
時
A

稼

行

セ

ス

石

英

那
賀
郡
中
貴
志
村
山
小
倉
村
ユ
隣
接
ジ
・
結
・
日
開
片
岩
ヨ
リ
成
】ル
、
結
品
片
山
石
山
略
東
・
西
－
一

走
？
北
方
四
十
度
万
至
七
十
皮
ニ
傾
一
斜
ス
、
同
岩
中
ノ
石
英
片
岩
山
主
（
露
頭
約
三
百
米
ニ
亙
リ

厚
サ

一
米
乃
至
二
米
ア
リ
ア
大
正
七
八
年
ノ
交
採
取
セ
一
フ
レ

タ

ヲ

粘

土

有
田
郡
藤
並
村
一
一

一

洪

積

層

ハ

白

望

紀

居

ヲ

被

覆

ジ

ア

墓

地

ヲ

ナ

シ

砂

及

粘

土

ヨ

リ

A
0・
五
万
至
二
米
ノ
間
エ
膨
縮
ス
、
其
色
山
灰
色
或

成
ぺ
粘
土
ハ

一
層
叉
A

二
層

ジ
テ
厚
サ

山
褐
色

シ
ア
克
及
煉
克
一
一
焼
製
セ

一

フ

ペ

明

治

初

年

ヲ

リ

既

ニ

之

ヲ

以

テ

克

ヲ

焼

製

シ

現

時

一
箇

年

二

千

八

百

唄

ノ

産

出

ア

リ

石

英

砂

西

牟

婁

郡

瀬

戸

鉛

山

村

ノ

白

良

描

海

岸

南

北

約

六

百

米

、

東

西

五

十

米

乃

至

百

五

十

米

ノ

間

ρ

石

英

砂

ヨ

リ

成

p
、
主
（
厚
サ
ノ、

一
米
乃
至
五
米
ナ
リ
、
明
治
二
十
年
ノ
交
ヨ
ヲ
之
ヲ
採

取

シ

最

盛

時

ノ

大

正

八

年

一

高

大

千

除

噸

ノ

産

出

ア

y
タ

ル

モ

該

地

域

山

大

正

十

年

風

致

保

安

林

ニ

編

入

セ

一

フ

レ

ア

石

英

砂

ノ

採

取

ヲ

禁

止

セ

ラ

レ

タ



田 縫油 田 張 鎮鹿 月 ヲ Fレ 園
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村 ヨ ヲ ノ ノ ノ 村 測殻
上 リ 以 一 短 四 技量 λ，4ヒ． 
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IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN 
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一-.....c均一一ー

Annual Report for the Year ending March 31, 1924 

By 

Knwsmrn INOUYE, Director. 

The violent earthquake of September 1st, 1923, not only rocked 

the reg'.on of Iζwanto, but caused great confl臼grationsin the cities 

which it had wrecked. fo Tokyo, the fires continuedゐrt,vo days 

and consumed more than one-half of the municipality. Unfortunaもely

the offices of our Geological Survey were in the quarter burned, so that 

the manuscripts, note与ymaps, publications, etc. 1・elatingto the regions 

符eolog[callyand topographieally sunreyed, as well as the bookH and 

specimens acquired by the Snrγey since its foundation in 1878, were all 

rα]u田dto拙hes. This w・asa great loss not only to our Geological 

Survey itself, but also to scientific and technical circles at large. 

At the time of the earthquake, several of the gcologit市 and

topographers of thc Sun・ey were at work in their respective fields. 

Other geologists and topographers who remained in Tokyo were sent to 

visi色theshaken districts, either to survey or to inspect, while se¥・eral 

officials were naturally at once called upon to attend to the乱部もirsin 

makin叉theurgent arran!!ement.s which were n巴ce湖 rvafter the disaster. 
........ L.J -=> "' 

Thus the ordinary work of the Survey was suspended for m品ny

months, and what wa,; don号 duringthe year was mnch le雪sthan in 

ordinary years. 
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The total number of sheet-map areas which had been surveyed was 

fifteen・Ofthese五ftcen,however, only four of the geological maps 

withもheiraccompanying explanatory texts, had been published. The 

others were all burnt, as th巴ywere in the office of the Survey, or in 

the hands of円urveyorsor printers. The reporもofthe coal-fields in the 

provinces of Kushiro and Nemuro with the accompanying maps and 

the geological andもopogrnphicalmaps of the three Oil-fields。fDaishaka, 
¥Vada and Ji.nguji with the explanatory texts, all surveyed during las色

year, were also destroyed. 

During the year, two geologi目的 geologically mapped out the two 

sheet-map areaヨofTsukuba and I王okofain East .Japan, and one special 

she巴t-mapare品 ofKamaishi in Northeast Japan; while three other 

geologi>t.:0 complcted the geologi倒 Ire-mapping of four sheet-nmp are&S, 

already円nrveyァed，凶n1elythose of Asnkc and Taji凶 inMiddle Jap姐 p

-0f Okayama in ¥Vest .Japan, and of Amakusa in Soutlrn哨 tJapan. 

One party, C.)Ilsi1守tingof one geologist and two topographers, was 

senもtomake a geological survey of the Ifaboro . Coal-field in the 

Province of Teshio. For the oil-land survey, three parties, 俊也ch

consisting of one geologist and h o or three topographers, were senもOU色

for about four months to the Oil-fields of Futat;;ui and Ogashima in the 

Prefecture of Akita, of Oishida in the Prefecture of Yamagata, and .of 

~forakami in出ePrefecture of Niigata, which have been geologically 

andもopographicallysurveyed on scal肘 of1/20,000 and 1/25,000. 

The Industrial Mineral Survey Staff had expected to complete if;s 

work during the yenr, by surveying the industrial mineral lauds in the 

prefectures of Ishikawa, Shiga, Osaka, ¥Vakayama and Hyogo. Uu-

fortunately出eearthquake conflagration reduced the mann喧crip旬。f

report5, with theit・ aecompanyiug geological maps, to a5hes, and obliged 
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most geologi丹tsand topographer;; in charge to spend this year in the 

re・surveyof the industr匂lmineral lands of the prefectures of Aomori; 

Akita, Niigata, Gifu, Okayama, Yamaguchi and Oita. Only a single 

party, consisting of one geologist and one topographer, has completed 

the geological survey of the new industrial mineral lands in the pre-

fectnres of Osaka and ~Wakayama, in which the porcelain and br旬kclay 

in the Diluviurn and Alluvium is notewor・thy. It has now been decided 

llOもtocontinue出ework of the Industrial Mineral Survey beyond the 

end of the present year. 

The topographical surve.v was mostly carried on in connexion with 

the geolog[cal >mrvey. Topographers were sent to fourteen prefectm明 p

and completed the topographical survey of one sheet-map area of 

Tsnkuba, aml one specja] sh巴et-maparea of Iζamaishi, and one mineral-

land in the IIokkaido, eight oil-fields in the prefectures of Yamagata, 

Niigatn. and Nagano, and many industrial mineral localities in the pre-

fectures of Osaka and九Nakayama;they also finished the topographical 

re-survey of five sheet-map area;; and numerous industrial mineral 

localities, mostly surveyed last year. 

The drafting was re”commenced in Nov《3mber,that is to say two 

months after the earthquake, so that only a few map~ were completed 

during the year. 

After tl1e earthquake, the Survey work at home was undertaken iu 

four places, but as the rooms wereもoosmall and limited，もhechemical 

analysis and the museum司workhad to be suspended. The affi品irsof t 

Library also 1予egauto receive a，もtenもiontoward色heend of the year, ai l d 

th：弘nl王8も0th日profound日ympathyand l王indhelp of scientific and technical 

in白色itutionsand societies not only abroad buもalsoat home, many books 

and maps have already arrived or are arriving in our Library, so th泌
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the librarians are 1ww busy in the work of arranging them. On behalf 

of the Survey, I desire to express most hearty thanks for these valuable 

donations to our Library. 

The discontinuation of the Industrial Mineral Survey has obliged 

many o飴cialsto leave the Survey. The total number of resigna-

tions is fifteen : Yiz. three geologists, two chemists, eight topographers, 

and two cartographers. 

The amounもappropriatedto the Survey w~凶 288,526 yen, of which、

85,085 yen is for geological surveys, and 203,441 yen for the mineral, 

oil-land, and indu白trialmineral surveys. 

The serious damages which our Survey had reeeived together with 

the destruction of most of the large prmting establishments in the 

偶 pita!made printi時 almostimpossible for many months，ーothat the 

Sun・ey could publish only four explanatory texts of geological sheet-

maps, two bulletins，もworeports, two explanatory texts of the oil-fieldH, 

and five industrial mineral reports. Of these, two bulletins, one report 

and five industrial mineral reports had appeared before the earthqu日ke.
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